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• 学校教育の情報化の推進に関する法律第９条第１項に基づき、国の学校教育情報化推進計画を基本として策定
• 計画期間は３年間（Ｒ６年度〜Ｒ８年度）
• ICTを活用した学びや教員研修、ICT環境の整備等に関する県教育委員会の基本方針や施策等
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（１）現行の埼玉県学校教育情報化推進計画

【参考】学校教育の情報化の推進に関する法律（令和元年法律第四十七号）
（都道府県学校教育情報化推進計画等）

第九条 都道府県は、学校教育情報化推進計画を基本として、その都道府県の区域における学校教育の情報化の推進に関する施策についての計画（以下この
条において「都道府県学校教育情報化推進計画」という。）を定めるよう努めなければならない。

• 新たに策定される県５か年計画や県教育振興基本計画を踏まえる
• 計画期間は３年間（Ｒ９年度〜Ｒ１１年度）
• 有識者会議（２回）や県民コメントを経て、次期計画を今年度中に策定予定

（２）次期計画の策定

１ 現行計画の概要
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１ 現行計画の概要

出典：令和８年２月2 4日 第９回デジタル学習基盤特別委員会資料「学校教育情報化推進計画の見直しについて（概要）」

（３）国の学校教育情報化推進計画の改定概要
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１ 現行計画の概要

出典：令和８年２月2 4日 第９回デジタル学習基盤特別委員会資料「学校教育情報化推進計画の見直しについて（概要）」
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２ 埼玉県学校教育情報化推進計画（令和６年度〜令和８年度）の進捗状況

施策1-1： ICTの効果的な活用による学びの変革

施策1-2：情報活用能力を育成する教育の充実

施策1-3： 多様な教育的ニーズを要する児童生徒の学びへのICT活用の推進

施策1-4： 健康面への配慮

施策2-1：教員の資質向上のための研修の充実

施策2-2：中核となる人材の育成と指導・活用方法の共有

施策2-3：調査研究の推進

施策3-1：ICT教育環境の整備

施策3-2：個人情報の保護・情報セキュリティ対策等の徹底

施策3-3：教育データの利活用の推進

施策4-1：広域的な連携体制の整備

施策4-2：校務の改善

基本方針１ 児童生徒の資質・能力の育成

基本方針３ ICT活用環境の整備 基本方針４ ICT活用推進体制の整備と校務DXの推進

基本方針２ 教員のICT活用指導力の向上

（１）現行計画の全体像
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• ＩＣＴ活用プロジェクトによる実践事例の共有や、学校の要請に応じたオー
ダーメイド研修の実施、ポータルサイトによる情報発信等の取組により、Ｉ
ＣＴ活用は着実に促進され、計画策定時から改善が見られる。

• 一方で、生成ＡＩ等の新技術への対応を含め、より高度なＩＣＴ活用指導力が求め
られている。ＩＣＴ活用の「日常化・高度化」については、学校間・教員間で依然
としてばらつきがある。

◆ホームページを通じた実践事例等の情報共有
ポータルサイトを通じた好事例の共有：73件（総数273件）【R7】

◆情報活用能力体系表 埼玉モデル の活用推進
校内情報化推進員研修等において周知

◆DXハイスクール採択校での実践
採択校での実践：採択校35校【R7】、新規採択校６校【R8】

◆日本語支援員によるオンライン日本語教室の実施
実施回数48回（全日制・定時制）、参加延べ生徒数337名【R7】

• ICT活用の「日常化」は一定程度進展し、提示・投影、教材配布、連絡・課
題提示などの場面では活用が広がっている。

• 一方で、ＩＣＴを活用して学習者の理解度や進度に応じて学習内容・課題・
支援方法を調整するなど、「個別最適な学び」の実現・深化には課題がある。
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２ 埼玉県学校教育情報化推進計画（令和６年度〜令和８年度）の進捗状況

指標

81.7%(R4策定時) →  83.8%(R6最新)  →  目標：100%(R8目標)
◆ 児童生徒のICT活用を指導できる教員の割合（全校種計）

主な取組実績
基本方針１ 児童生徒の資質・能力の育成

取組実績 指標主な取組実績
◆ 授業にICTを活用して指導できる教員の割合（全校種計）

80.3%(R4策定時) →  82.9%(R6最新)  →  目標：100%(R8目標)

進捗の評価

進捗の評価

基本方針２ 教員のICT活用指導力の向上

（２）進捗状況

◆ICT活用指導力自己評価表（ICT活用ルーブリック*）の活用・普及
* 教員のＩＣＴ活用指導力の評価の観点と尺度をマトリクス表に可視化したもの。

◆企業と連携した生成ＡＩ利活用研修の実施
10回、参加延べ人数1,022名【R7】

◆ ICT支援員による支援
①教員からの問い合せ対応：4,172件【R7】
②ポータルサイトを通じた研修動画の配信：10本（総数57本）【R7】
③オーダーメイド型研修の実施：11回【R7】

◆ ICTを活用した遠隔教育導入・展開実証事業の実施
情報9回・参加延べ生徒数97名、数学10回・参加延べ生徒数245名【R7】

＜対象：小鹿野高校・新座柳瀬高校（情報）、秩父高校・不動岡高校（数学）＞
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• 指導者用端末の更新や各種ＩＣＴ機器等の保守・管理により、ＩＣＴ活用に必
要なＩＣＴ環境の整備を行うことができた。

• 教職員の利便性及びセキュリティの向上に向け、次期学校間ネットワークを構
築し、運用を開始することができた。

• 引き続き、個別最適化された学びを実現するための環境整備を進めていく必要がある。

◆市町村端末の共同調達の実施
調達実績：５市・23,940台【R6】、49市町村・ 352,605台【R7】

◆県立高校等の１人１台端末の整備に向けた支援
端末購入サイトの構築、受注実績：5,837台【R6新入生】、8,106台【R7新入生】
生徒貸出用端末台数：7,155台【R8年3月末時点】

◆県立学校のネットワーク統合（校務系・学習系）
令和8年2月1日に運用開始。Google ドライブへのデータ移行を実施

◆情報セキュリティ対策の強化
教育情報セキュリティポリシーの策定【R8.4施行】

◆GIGAスクール構想推進会議（ICT活用プロジェクト）の開催
○市町村教育委員会：6回・597名 【R7】 、管理職：1回・67名【R7】

教員向け：5回・117名【R7】、リーディングDX指定校：6回・640名【R7】
○県立学校教員向け：5回・238名【R7】

◆次世代型校務支援システム共同調達に向けた検討
51市町村参加

◆県立学校におけるデジタル採点システムの導入
入試における導入率 100%【R7】

• GIGAスクール構想推進会を開催するなど市町村間の連携体制の構築をした。今
後もICT活用について市町村間で差が生じないよう、一層の支援を進める必要が
ある。

• 教員の業務効率化に向けて、全校でデジタル採点システムを導入するなど校務
の効率化を図った。今後も校務の効率化を一層進める必要がある。

7

２ 埼玉県学校教育情報化推進計画（令和６年度〜令和８年度）の進捗状況

指標

−(R4策定時) →  4.1%(R6最新)  →  目標：95%(R8目標)

◆ 学習者用コンピュータの更新・整備状況
※埼玉県公立学校情報機器整備基金による公立学校学習者用コンピュータ等の整備

主な取組実績
基本方針３ ICT活用環境の整備

取組実績 指標主な取組実績
◆教材研究・指導の準備・評価・校務などにICTを活用できる教員の割合（全校種計）
90.4%(R4策定時) →  91.0%(R6最新)  →  目標：100%(R8目標)

進捗の評価

進捗の評価

基本方針４ ICT活用推進体制の整備と校務DXの推進
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３ 次期埼玉県学校教育情報化推進計画の構成（案）

項目章
(1) 計画策定の趣旨
(2) 計画の位置付け
(3) 計画の期間
(4) 計画の対象

第１章
計画策定に
当たって

(1) 児童生徒の活用状況
(2) 教員の指導力
(3) 環境の整備
(4) 推進体制と校務

第２章
学校教育の情報化
の現状と課題

基本方針１ 児童生徒の資質・能力の育成
基本方針２ 教員のICT活用指導力の向上
基本方針３ ICT活用環境の整備
基本方針４ ICT活用推進体制の整備と校務DXの推進

第３章
基本方針

基本方針１ 児童生徒の資質・能力の育成
基本方針２ 教員のICT活用指導力の向上
基本方針３ ICT活用環境の整備
基本方針４ ICT活用推進体制の整備と校務DXの推進

第４章
基本方針に基づく
施策と取組

(1) 社会全体で取り組むための役割分担と
共通理解の促進

(2) 計画の着実な実現（指標設定）
第５章
計画の推進

用語の解説参考資料

現行計画 次期計画（案）

項目章
(1) 計画策定の趣旨
(2) 計画の位置付け
(3) 計画の期間
(4) 計画の対象

第１章
計画策定に
当たって

(1) これまでの取組の検証
(2) 国・社会の動向
(3) 取り組むべき課題

第２章
学校教育の情報化
の現状と課題

基本方針１ 児童生徒の資質・能力の育成
基本方針２ 教員のICT活用指導力の向上
基本方針３ ICT活用環境の整備
基本方針４ ICT活用推進体制の整備と校務DXの推進

第３章
基本方針

基本方針１ 児童生徒の資質・能力の育成
基本方針２ 教員のICT活用指導力の向上
基本方針３ ICT活用環境の整備
基本方針４ ICT活用推進体制の整備と校務DXの推進

第４章
基本方針に基づく
施策と取組

(1) 社会全体で取り組むための役割分担と
共通理解の促進

(2) 計画の着実な実現（指標設定）
第５章
計画の推進

用語の解説参考資料
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４ 次期埼玉県学校教育情報化推進計画の骨子（案）

現行計画 次期計画（案）

基本方針１ 児童生徒の資質・能力の育成

施策1-1：ICTの効果的な活用による学びの変革

施策1-2：情報活用能力を育成する教育の充実

施策1-3：多様な教育的ニーズを要する児童生徒の学びへの
ICT活用の推進

施策1-4：健康面への配慮

基本方針２ 教員のICT活用指導力の向上

施策2-1：教員の資質向上のための研修の充実

施策2-2：中核となる人材の育成と指導・活用方法の共有

施策2-3：調査研究の推進

基本方針１ 児童生徒の資質・能力の育成

施策1-1：ICTの効果的な活用による学びの変革

施策1-2：情報活用能力を育成する教育の充実

施策1-3：多様な教育的ニーズを要する児童生徒の学びへの
ICT活用の推進

施策1-4：健康面への配慮

基本方針２ 教員のICT活用指導力の向上

施策2-1：教員の資質向上のための研修の充実

施策2-2：中核となる人材の育成と指導・活用方法の共有

施策2-3：調査研究の推進

・多様な科目開設に向けた学校間連携による遠隔授業の推進
・リアルタイム学習支援アプリを活用した授業の実践【新】
・生成AIの利活用に関する実証研究の実施【新】

・次期学習指導要領の実施に向けた情報活用能力の育成【新】
・児童生徒自身によるネット利用のルールづくり活動の推進

・専門家が作成したネット・ゲーム依存の理解と対応の仕方に関す
る動画教材の活用推進

・入出力支援装置や学習・支援アプリなどの活用による障害の特性
に応じた学習活動の推進

・各年次研修や専門研修における授業での具体的なICT活用及び情
報活用能力に係る研修の充実

・ICTの活用に積極的な教員によるプロジェクトチームで作成した
授業モデルや校内研修プログラムの横展開

・生成AIの利活用に関する実証研究の実施【新】（再掲）

主な取組（例）

主な取組（例）
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４ 次期埼玉県学校教育情報化推進計画の骨子（案）

現行計画 次期計画（案）

基本方針３ ICT活用環境の整備

施策3-1：ICT教育環境の整備

施策3-2：個人情報の保護・情報セキュリティ対策等の徹底

施策3-3：教育データの利活用の推進

基本方針４ ICT活用推進体制の整備と校務DXの推進

施策4-1：広域的な連携体制の整備

施策4-2：校務の改善

基本方針３ ICT活用環境の整備

施策3-1：ICT教育環境の整備

施策3-2：個人情報の保護・情報セキュリティ対策等の徹底

施策3-3：教育データの利活用の推進

基本方針４ ICT活用推進体制の整備と校務DXの推進

施策4-1：広域的な連携・支援体制の整備

施策4-2：校務DXの推進

・デジタル教科書の正式導入等を見据えた通信環境の整備
・経済的に困窮する世帯等に対する貸出用端末の整備

・データ利活用に関するガイドラインの整備【新】
・県立学校への監査の実施による情報セキュリティ対策についての

確認・指導
・データ利活用の基盤となる次世代型校務支援システムの構築【新】
・スタディ・ログや学力調査等のエビデンスに基づく個別最適

な学びの実現に向けたCBTやAI等の活用研究【新】

• 人材育成と実践事例の共有を目的としたICT活用プロジェクトの実施
• 全ての市町村が参加し情報共有を図る埼玉県GIGAスクール構想推進

会議の開催

・データ利活用の基盤となる次世代型校務支援システムの構築
【新】（再掲）

・生成AIの利活用に関する実証研究の実施【新】（再掲）

主な取組（例）

主な取組（例）
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５ 参考資料

11



事務局 12

指標の推移（埼玉県学校教育情報化推進計画）

出典：文部科学省「学校における教育の情報化実態調査」
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校務や授業において生成AIを利活用している教員数の割合

令和７年度端末利活用状況│生成AI関係①

1%
1校

2%
3校5%

7校 9%
14校

9%
14校

20%
31校

8%
13校

20%
32校

12%
19校

4%
7校

10%
16校

100% 90％以上 80％以上 70％以上 60％以上 50％以上
40％以上 30％以上 20％以上 10％以上 10％未満

n=157 n=53

県立高校 県立特別支援学校
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6%
3校 4%

2校 7%
4校

9%
5校

4%
2校

11%
6校

23%
12校

13%
7校

17%
9校

6%
3校

100% 90％以上 80％以上 70％以上 60％以上 50％以上

40％以上 30％以上 20％以上 10％以上 10%未満
出典：埼玉県「令和7年度端末利活用状況調査及び端末整備状況調査」
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令和７年度端末利活用状況│生成AI関係②

生成AIの利活用の目的（複数回答可）
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研修（シミュレーション・緊急対応等）

多言語対応

生徒会活動・委員会・部活動等

探究学習・課題研究

授業（教科）での活用

教材準備・事業設計

校務の効率化（通知文・アンケート等）

県立高校 県立特別支援学校
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13
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33

41

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

生徒会活動・委員会・部活動等

研修（シミュレーション・緊急対応等）

探究学習・課題研究

多言語対応

授業（教科）での活用

校務の効率化（通知文・アンケート等）

教材準備・事業設計

出典：埼玉県「令和7年度端末利活用状況調査及び端末整備状況調査」

n=157 n=53
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人間中心のAI社会原則（H31.3.29 統合イノベーション戦略推進会議決定）

15

出典：令和元年１１月１日 経済財政諮問会議 経済社会の活力WG第15回
内閣府政策統括官「「AI戦略2019」の概要と取組状況」
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初等中等教育段階における生成 AI の利活用に関するガイドライン（Ver.2.0）（令和6年12月26日公表）
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出典：文部科学省ホームページ「生成AIの利用について」


